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要約 : 明期における緊縛ストレスが血漿コルチコステロン濃度に及ぼす影響を検討するため 岐阜地鶏雄を
用いて 0 : ** +, : ** +1 : ** +.L : +*D / : **点灯 における血漿コルチコステロン濃度とストレスに
対する反応性を比較した 血漿コルチコステロン濃度は 0 : ** ,.0,*.,.ngml の値が最も高く +, : **
+..1*..*ngml +1 : ** +.*,*.+3ngml と低い値を示した P*.*/ どの時刻においても 血漿コ
ルチコステロン濃度は緊縛ストレスにより上昇した 0 : **において 血漿コルチコステロン濃度はストレ
ス負荷後 *0*分まで他の時刻のものより高濃度で推移した ストレスに対する反応性は +1 : **が最も高
く +, : ** 0 : **の順で低くなる関係を示した 以上の結果より 岐阜地鶏雄の血漿コルチコステロン濃度
は明期開始後に高いこと 明期開始後は ストレス負荷後も濃度を高く維持し続けること また ストレス
の反応性は暗期開始前に高くなることが明らかとなった


































ウィンドレス鶏舎内の採卵用単飼ケジ ./ cm	,* cm	
.* cm で飼育した岐阜地鶏の雄 /羽 0*週齢 を用いた
飼育条件として照明条件は +.L : +*D / : **点灯開始
温度は ,*,
とし 給給水は 2 : -*と +0 : **に実施
し 共に自由摂取とした
, 採血及び保定
採血は 明期開始時刻から +時間後の 0 : ** 明期の中
間に当たる +, : ** 暗期開始 ,時間前の +1 : **に実施し
た
採血にはヘパリン処理した - ml注射筒 注射針は ,/G





取した血液を *分 緊縛保定直後 とし その / +/ -*
0*分後に採血を実施した 緊縛保定は ゴム製のソックス
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実施した 尚 測定内変動係数は 0.+1であった
. 統計処理




間後の 0 : **で ,.0,*.,.ngml 明期の中央の +, : **で
+..1*..* ngml 暗期開始 ,時間前の +1 : **で +.*,
*.+3ngmlと 0 : **の値が最も高く他の +, : ** +1 : **
に対して有意な差異が認められた P	*.*/ 図 +
ストレス負荷後 緊縛保定後 の血漿コルチコステロン
濃度の推移は 0 : **では /分後にかけて急激に上昇し
その後 -*分まで一定で推移した 0*分では 濃度が高い
個体もいれば 一定のままの個体も認められた 図 , +,
: **では /分後にかけて急激に上昇し +/分まで一定で
推移しその後 0*分まで緩やかに上昇した 図 , +1 : **
では /分後にかけて急激に上昇し その後 0*分まで緩や
かに上昇した 図 ,
緊縛保定直後の血漿コルチコステロン濃度の値に対する
各経過時間の増加倍率は表 +に示した 緊縛保定 0*分後
の値は 直後の値に対して 0 : **では -..3倍 +, : **では
..++倍 +1 : **では ..,3倍となった また ストレス負荷
後 /
0*分の全ての時間において 増加倍率は 0 : ** +, :
** +1 : **の順で高くなった
考 察
本実験における血漿コルチコステロン濃度は 特に明期
開始 +時間後の 0 : **に高く明期の中間である +, : **と




















緊縛ストレスに対する反応は 0 : ** +, : ** +1 : **の




コステロン分泌を促進した結果と考えられる その後 0 :
**において反応に個体差が生じたが 0 : **および +, : **
の血漿コルチコステロン濃度の推移は 途中 一定の濃度
で推移したまた一定濃度の推移は *分の濃度が高かっ
た 0 : **の方がより長くなった *分が最も低濃度であっ
た +1 : **においては濃度は上昇し続けた 以上のことよ
り 血漿コルチコステロン濃度は ストレス負荷後 /分は
*分の濃度に関係なく急激に上昇するが その後は *分の
濃度が低いほどストレスに対する反応は持続し 濃度も上






0*分後の増加倍率については 緊縛保定直後の値が 0 :
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E#ect of Immobilization Stress on Plasma
Concentration of Corticosterone During Light
Periods in Gifujidori Roosters
By
Kimiko ARIMURA*, Takehito KUWAYAMA**, Yasunori MONJI**, Ikuo DOMEKI**
and Katsuhide TANAKA**
(Received November +., ,**,/Accepted April ,+, ,**-)
Summary : In order to consider the e#ect of stress on plasma concentration of corticosterone during
light periods, we compared plasma concentration of corticosterone with reactivity to stress at 0 : **, +,
: **, and +1 : ** (+.L : +*D, light on at / : **) in Gifujidori roosters. Plasma concentration of cor-
ticosterone was the highest value at 0 : ** (,.0,*.,.ng/ml), and became low in order of +, : ** (+..1
*..*ng/ml) and +1 : ** (+.*,*.+3ng/ml) (P*.*/). At all times, plasma concentration of corticosterone
increased after immobilization stress. At 0 : **, plasma concentration of corticosterone showed a
higher level than that of the other time *0* minutes after restraint. Reactivity to stress was the
highest at +1 : **, and became low in order of +, : ** and 0 : **. Therefore, in Gifujidori roosters, it
became clear that plasma concentration of corticosterone was high after the onset of light period, it
also continued to be high after stress, and reactivity to stress became high before the onset of dark
period when plasma concentration of corticosterone became low.
Key Words : immobilization stress, corticosterone, Gifujidori
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